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　２月９日（日）、足助病院の講義室で「あすけ聞きフェス」を開

催しました。前日の雪が残る中、約７０人の方が集まってくださり、

話し手と聞き手へのインタビュー形式で『足助の聞き書き第４

集』の作品紹介をしました。

　インタビュアーは、講師とし

てお世話になっている共存の

森ネットワークの吉野事務局

長。来場者からは「聞き書き集

を読んだだけでは感じられな

い語り手の方々の人物像に触

れる事が出来た」との感想もいただきました。

　「聞き書き」が地域づくりにつながったら・・・それを実現

させているのが共存の森・東海チーム。彼らは東海４県の高校

生・大学生約２０人。椿立自治区の皆さんと一緒に竹林の整備

や耕作放棄地の課題などの取り組みを紹介してくれました。

　講評をしてくださった共存の森ネットワーク理事長の澁澤寿

一氏は「聞き書きは過去を残すことだけが目的ではなく、未来

へつなぐ活動です。聞き書き作品には、これからの地域づくり

にどう生かしていくか、そのヒントが書かれています」とコメント

をくださいました。

　私たちの活動は、お話をしてくださるお年寄りのみなさん、作

品を読んでくださるみなさんに支えられています。今回、会場を

提供くださった地域に開かれた病院をコンセプトに持つ足助病

院の早川院長をはじめ関係者のみなさん、共存の森・椿立自治

区・地域づくりに関わるみなさんともつながりをもつことができ、

本当にうれしく思います。ありがとうございました。

　今後、『足助の聞き書き』でもっ

ともっと、地域づくりへの広がりに

関わっていけたらうれしいです！

　あすけ聞き書き隊　（い）

　お問合せ　kgt@asuke.org

今年も待ちに待ったアマゴ釣りが解禁されま
した。鮎は６月上旬以降に解禁の予定です。
今年も釣りに来ていただくのをお待ちしてい
ます。

「春の妖精」とも言われる可愛らしいカタク
リの花が見ごろを迎えます。暖かい昼下がり
に訪れると、綺麗に花を開かせたカタクリが
楽しめます。カタクリの後は、山桜やモミジ
の新緑が楽しめます。

「女の子の祭り」ともいわれ、美しく飾られ
た花車で女の子がお囃子を奏でます。春の華
やかなお祭りに是非いらしてください。

お馴染みのアマゴつかみの他に、今年も特別に足
助の古い町並みの中で、働く車体験コーナーなど
も行います。ご家族揃ってぜひお越しください。

たんころりんでスローな夜を楽しみませんか。
電気の消えた夜の町並みを楽しみながら省エネ
を考える機会として、「たんころりん」を一夜
だけ灯します。

女性初の真打ち古今亭菊千代さんの落語が足助中学
校で楽しめる！足助に縁のある方ならどなたでも参
加可能。足助中学校同窓会が後援する落語ライブな
ので、同級生を誘って懐かしい中学校に足を運んで
みてはいかがでしょう？
問合せは、足助中学校（０５６５－６２－０２２７）

４月１２・１３日（土）（日）
足助の春祭り

５月３日（土）～５月５日（月）（予定）

　足助中学校の立志式は、入学式、卒業式に加え、２年生が主役の

儀式的行事として位置づけています。平成２５年度で、４８回を数

える本校の特色ある伝統行事となりました。主役の２年生は、職場

体験活動等を通して得た経験を、自分の生き方として「立志の言葉」

にまとめ、ご来賓、保護者、生徒、職員の前で発表します。一人一

人が全力で宣言する堂々とした姿は、参観してくださった多くの方

に感動を与えています。
足助中学校　校長　藤嶋力央



　１月１２日（日）、足助交流館にて「新成人

を祝う会」が開催され、９４名の成人の門出を

お祝いしました。　　

　当日は足助中学校のブラスバンド部の演奏に

よるオープニングにはじまり、式典、足助中学

校時代の恩師との再会、記念撮影などが行われ

ました。新成人のみなさんは友達との久々の再

会を喜び合ったり、子どもの頃の写真を上映し

たスライドショーなどを見て、小さい頃を懐か

しんでいました。

　成人を迎えられた皆さんには、ふるさと足助

での思い出やつながりを大切に、これからも夢

に向かって歩み続けて欲しいと思います。どん

な時でもふるさと足助はみなさんを温かく迎え

てくれます。（も）

　「足助でリトミックがしたい！」そんな思いで集まってできたサークル『どんぐり』。

活動日は毎月第２と第４木曜日の１０時～１１時。足助交流館大会議室に未就園児と

そのおかあさんたちが集まり、リトミックをやりながら楽しいひとときを過ごす。

　足助の子育て世代から、音楽を使って子どもたちの育成を図るリトミックをやりた

いという要望があり、平成２５年度の足助交流館講座として『プチ♡リトミック』が

開催された。５回の講座を終えた後、リトミックを続けたいという有志により自主グ

ループとして結成した。

　近所に同年代の子どもたちが少なく、どうしてもつながりを持つ機会に恵まれない

ため、子どもたちにとっても、おかあさん

にとっても、『どんぐり』がきっかけづく

りと交流を深める良い機会となっている。

　第２木曜日は講師を招いてリトミックの指導を受け、第４木曜日は自主活動を行う。講

師は２名で伴奏はピアノの生演奏と本格的。やりたかったリトミックが、まちなかに行か

ずとも足助でできることがうれしい。音楽に合わせて体を動かす・踊る、工作で楽器を作

って演奏するなど、リトミックの活動に子どもたちは大喜びではしゃぎまわる。特に『た

いこ』の歌に合わせてみんなで踊ると、おかあさんも子どもたちも笑顔が絶えず楽しくて

仕方ない様子。はじめての子育てでは子どもから目が離せず、１対１の時間になりがちで

気が休まる時がない。ここに来れば子どもたち同士で遊んでくれて、おかあさん同士でお

しゃべりする余裕も生まれる。ときにはピアノ演奏を鑑賞する時間もある。みんなで子ど

もたちを見守ることのできる場だからこそ、心にゆとりを持って音楽を楽しめるという声

を聞いた。この温かい場の雰囲気や、おかあさんたちとの交流を求めて都市部からわざわ

ざ足を運ぶ親子もいる。

　現在会員募集中。４月からは年度が変わることもあり、新規加入大歓迎。お問い合わせ、

申し込みは足助交流館（☎0565-62-1251）まで。（た）


